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●本号をもって，一気に 4つの連載が終了

します．いずれも楽しみながら知識が身に

つき，さらに深い学びへとつながる，大変

有意義な内容でした．著者の皆さま，長期

間にわたり本当にお疲れさまでした．なお，

来号から新連載にバトンタッチされるので，

読者の皆さまは引き続きご期待ください．

ところで，約 2年ぶりに携帯電話の機種

を変更しました．パソコン向けサイトが見

られるブラウザ，電子マネー機能，ワード・

エクセル閲覧可能…… etc，これでもかと

いうほどのオプションが搭載されていて，

ひと通りの使い方を頭に叩き込むには時

間がかかりそう．携帯を忘れたが最後，日

常生活に完全なる支障をきたす日も遠くは

なさそうです． 【鶴淵】

●摂食・嚥下リハビリテーションに関して

は，以前よりさまざまな試みがされていま

すが，今回とりあげた取り組みは，そのな

かでもかなりユニークなものだったのでは

ないでしょうか．

特に私は，白坂さんのお原稿の 14 年間

の軌跡に驚かされました．入院日数の短

縮が進み，退院したとても，長期で携わる

にはクリアしなくてはならない問題が山積

みである現在．そんな現在において，この

14 年という期間のもつ重みは，計り知れま

せん．

たとえ，これほどの長期にわたる患者さ

んとのかかわりがなかったとしても，読者

の皆様も，白坂さんの 14 年を通して，「看

護」を成り立たせているものが何なのか，

改めて感じ取ることができるのではないで

しょうか． 【大野】

●納豆が消えた．「納豆を 1日2個食べる

とやせられる」「かき混ぜてから 20 分おい

てから食べるのがよい」と放送され，私の

家内も翌日昼前に勇んででかけたが，す

でにスーパーでは品切れ状態であった．

これでは，今までフツーに納豆を食してい

た家庭は大迷惑である．「あれは根も葉も

ないことでした」と謝罪されてもなあ．さて，

この事態で思い出すのは，1973 年のオイ

ルショックである．このときは，信じられな

いだろうがトイレットペーパーが消えたの

である．原油の価格が上がるとなぜトイ

レットペーパーを買い漁らなければならな

かったのか，理由は今もってわからない．

まあ，納豆なら体にもいいし，腐るもので

もなし（？）．今のところ，体重は減っており

ません． 【小田嶋】
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モチベーションが上がる
看護研究の始めかた
看護の質向上には欠かせない試みではあるものの，スタッフにとっては“やらさ
れている”と感じてしまうこともある看護研究．プライベートを割くこともあり，
「逆によい看護ができなくなるのでは」と危惧するナースも多いのでは．
しかし，看護研究は，考え方次第で毎日の看護の活力となります．皆さんの周
囲には研究を始めるためのヒントが多く転がっており，そこから生まれた研究
結果は，臨床，ひいては看護界全体に還元できる可能性も秘めています．看護
研究に対する見方が変わり，研究の醍醐味を実感していただけたら幸いです．

看護研究は何のために行なうのか 菊池昭江
エンゼルケアの研究で変わった私のケア 袋井市民病院エンゼルケア研究班
仕事と看護研究を両立させるために 袋井市民病院研究委員会
看護研究のやりかた テーマの種を見つけて結果が芽を出すまで
袋井市民病院外来化学療法研究班
自分たちの発見を発表するということ 院内から学会発表へ 松本志保子

招待席

赤ちゃんからお年寄りまでが集う場を開く
山本文子さん・真鍋由紀子さん

連載
アフリカが紡ぐ命の物語・4――井上冬彦
明るい肉体・12（最終回）――天田城介
悩めることも才能だ！宮子あずさのお悩み外来・16――宮子あずさ
看護に役立つ！人体の神秘の世界へご招待
からだと病気とミクロのはなし・13（最終回）――藤田芳邦・松原まどか

新連載「A-LSD！」前哨 特別記事

「できなくなる」とはどういうことか
ALSと甲谷匡賛さんを語る
新連載

看護師のためのセルフコーチング 自分の人生を自分
でコントロールするために 鱸伸子・柳澤厚生

患者・看護師双方のためのアクティビティケア 六角僚子

Pipoさんの疾走ダイアリー
レクチャー感染症 今村顕史
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